
上富良野町放課後デイサービス訪問

政策審議委員会で意見交換

大雨被害状況確認で現地へ

更生保護女性会友愛セールに訪問

ラベンダーフェスタかみふらの

ふらのワインぶどう祭り

占冠村ふるさとまつり

かなやま湖湖水まつり
下川町で若い世代トーク

占冠村チーナのあんかけ焼きそば！

やまべさくらまつり

南富良野町メープルのナポリタン！

なかふらのラベンダーまつり

写真撮り忘れました (-_-;)

イベントにて士別ブース訪問

水間健太事務所
〒076-0032

富良野市若松町８番１０号
TEL:0167-33-1778　FAX:050-3488-9580

Mail:mizumakenta.office@gmail.com

北海道議会議員 facebook ・ web で
活動報告しています

～みずま健太の活動の一端～

　こんにちは。 北海道議会議員の水間健太です。 上川地域の皆様の後押
しにより、 昨年４月から北海道議会議員としての活動を開始いたしました。
日頃から、 温かい励ましをいただき、 心より感謝申し上げます。
　現在、 北海道議会最大会派の自民党道民会議に所属し、 政策立案を担
当する政策審議委員会の委員として上川地域はもちろんのこと、 北海道全
体の課題解決に向けて取り組んでいます。 昨今の大きな課題である物価
及びエネルギー価格の高騰は、 皆様の生活はもとより、 基幹産業である
農業にも大きな影響を及ぼしています。 私の信条 「基幹産業の農業を守
ることが、 地域の経済を守り、 子ども達の未来を守ることにつながる」 を
大切に、 引き続き誠心誠意活動していきます。 皆様のご理解とご協力をお
願い申し上げます。

北海道議会議員

空知川総合水防演習にて船橋参議と

富良野沿線五市町村の要望活動

東国幹衆議と東山地域敬老会に出席

～プロフィール～

１９８２年富良野市生まれ。北海道

滝川西高校卒業。富良野市議会議員

２期を経て、２０２３年北海道議会

議員に初当選。現在、保健福祉常任

委員会委員、子ども政策調査特別委

員会委員、農業振興議連事務局次長、

観光産業振興議連事務局次長補、自

民党道民会議政策審議委員会委員、

富良野圏域教育振興議連顧問など。

これまで、２０１２年にふらの花火

大会実行委員会の設立に事務局長と

して尽力。２０１７年一般社団法人

富良野青年会議所理事長を歴任。

子ども達の未来のために



　改選後初開催の道議会では、トップバッター

で質問に立ちました。これまで一般質問２回、

そのほかにも常任委員会や特別委員会で多くの

質問を行いました。

　改選後初開催の道議会では、トップバッター

で質問に立ちました。これまで一般質問２回、

そのほかにも常任委員会や特別委員会で多くの

質問を行いました。

（一般質問）
・観光振興財源　・エゾシカによる食害の現状と対応　・高病原性鳥インフルエンザ　・財政運営
・北海道創生総合戦略　・デジタルテレビ中継局の放送設備の更新　・ワイン産業の振興　　
・自治体におけるデジタル化の推進　・ワーケーションの推進　・道立学校廃校に伴う校舎等の利活用
（委員会等での質問）
・障害福祉サービス事業所における対応　・障害者施策　・道立江差高看　・あすなろ福祉会への監査
・蘭越町における水蒸気噴出　・電通北海道による過大請求事案　・福祉施設における冷房設備
・シグマスタッフによる委託料過請求事案　・ゼロカーボン北海道・半導体関連産業の振興　など

その他の質問項目

子育て・教育「子ども達への支援と投資」
　○安心して子育てが出来る環境の整備
　○子どもの「学びたい！」を叶える教育環境の整備

農業「食料安全保障を担う強い農業の振興」
　○収益力、生産性向上のための支援
　○後継者対策、農業経営安定化のための支援

林業「未来産業としての林業振興」
　○高性能機械の導入推進、優良種苗の安定的確保
　○道産木材の利活用推進

観光「世界に誇れる上川ブランドの形成」
　○農、自然、食の融合による観光コンテンツの創造
　○地域ポテンシャルの発見と顕在化

生活「快適生活基盤を支える社会資本整備の推進」
　○インフラの整備促進
　○公民連携の推進

医療福祉「健幸な地域づくりに向けた医療福祉の充実」
　○地域医療の充実に向けた広域連携の強化
　○予防医療、健康増進の取り組み推進

防災減災「地域強靱化に向けた防災減災の推進」
　○災害に強い地域づくりの推進
　○上川管内自衛隊の体制維持と連携強化

上記公約の詳細はホームページに掲載しております

ＱＲコードを読み取ると公約ページにつながります

特別支援教育の充実を！
　平成 19 年度の法改正により『特殊教育』は『特別支援教育』へ、大きな転
換が図られています。各自治体での支援体制は整ってきているものの、高校で
の整備が未だ進んでいない現状に対して、その必要性を今一度ただしました。
倉本道教育長から、管理職を対象とした研修を今年度から実施すること、各高
校への整備強化・現状確認を行い、生徒に寄り添った教育の推進を図ることを
主旨とする答弁がありました。　　　　　　　（令和５年第２回定例会　６月）

北海道の農地を守る！
　農地は先人から受け継いできた大切な財産であり、農地を育て次の世代に受
け渡していくことは生産者だけではなく道の責務です。食料安全保障の観点か
らも、生産性の向上を図る基盤整備を着実に進めていくことの重要性について
ただしました。道から、基盤整備が重要であり、必要な予算を確保し、農家負
担の軽減に努め、着実かつ計画的に推進し、持続可能な北海道農業の確立に取
り組むとの答弁がありました。　　　　　　　（令和５年第２回定例会　６月）

地域医療の充実を！
　医療従事者の人手不足等を考慮すると、地域医療の広域連携による医療体制
の維持が重要です。富良野協会病院を中心とした地域医療連携推進法人設立の
動きへの対応をただしました。道保健福祉部から、病床の融通や業務連携が可
能となる連携推進法人設立のメリットについて示され、地域の実情に応じた医
療提供体制の構築に向けて取り組む旨の答弁がありました。

（令和５年第３回定例会保健福祉委員会　１０月）


